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ここに2007年度図書館年報をお届けします。
2007年度における図書館の基幹的事業は前年度と同様に、研究支援、教育
支援の両面にわたって、所蔵資料のデータ・ベース化、所蔵資料の利用環境の改
善を中心とした施策をいっそう推進することを中心として行われてきました。そ
れは、電子的に保存された古典籍総合データベースの公開、学内紀要のデジタル
化の推進（早稲田大学リポジトリ）などに代表される「誰でも、いつでも、どこ
からでも学術資源にアクセスできる」施策を実現したものです。また、早稲田大
学創立125周年を記念して、コロンビア大学図書館との共催による「角田柳作
展」、「早稲田ゆかりの人々Ⅰ・田中光顕」などの開催、大学史資料センター、会
津八一記念博物館、演劇博物館など他の箇所企画に対する積極的な支援、利用者
サービスの充実を指向した開館時間の午後10時までの延長、日曜開館日の増設
など、対応してきました。
ところで、NEXT125に関わる図書館施策の展望が求められていたことは周
知の通りです。この点については、図書館協議員会を中心に、協議員より貴重な
ご意見をいただき、まずお礼を申し上げます。このNEXT125報告書の柱は、
すでに「ふみくら」76号で示しましたように、2つに集約されます。1つには、
図書館による教育研究支援のあり方についてです。図書館の役割が社会的に喧
伝される昨今、それは、蔵書構築のみならず、図書館の所蔵する情報を幅広く提
供する活動を展開することにあります。図書館に蓄積されているデータは年々拡
大・深化しています。これを教職員、学生や院生との関係において広く活用する
ことが、いっそう求められているものと考えています。図書館員ができる限り全
学的な教育研究の現場に近接することで、図書館を、そして図書館に所蔵されて
いる学術資源を、教育研究にいっそう活用してもらう機会を提供したいとの思い
によっています。
今1つは、今後における図書館員の養成の問題です。周知のように図書館のあ
り方はこの10年でずいぶんと変わりました。デジタル化の波の中で書誌レコー
ドには格段に豊富な情報が組み込まれていることからもわかります。わが早稲田
大学図書館は、国際的にも先進的な学術情報資源のデータベース化に成功し、世
界的にみて有数の大学図書館に成長しています。しかし、これを支えるのは「人」
であることは言うまでもありませんから、その養成は、図書館の根幹に位置付け
られなければなりません。団塊の世代が退職した後、次世代の図書館員を、新し
い図書館像の中で育て上げなければなりません。大きな課題といえます1）。
早稲田大学図書館は、わが国の大学図書館のリーダー役であり続けてきました。
その過程では、たえず進取の精神に支えられてきました。しかし、先進的な取組みは、
たとえば図書資料の収集にあたって十分な予算的な裏付けがあってのことです。し
かし、現実をみると、世界的な趨勢である雑誌を中心とした電子ジャーナルの普
及は、高額な予算措置を必要とします。教育研究環境の充実を第一義に、無尽蔵
ではない限られた大学予算の中で所要の図書関係の予算枠を前提にしつつ2）、こ
れに対応しなければなりません。図書関係予算の効率的な運用（図書予算の効率
的な執行）は、避けては通れない課題と考えていますし、そのためには、全学的
な英知が必要とされる段階に来ているものと考えます3）。協議員会、各箇所およ
びその図書委員会に、以上の視点に立った予算のあり方について、図書館として
提言する予定にしています。今後とも、建設的な議論をお願いしたいと思ってい
ます。
1）　たとえば、主題専門家として
のライブラリアンの必要性が法学分
野において提唱されている。法科大
学院のカリキュラムに「法情報調査
(リーガル・リサーチ)」が実務基礎
科目として導入され、全国の法科大
学院が設置する科目として重視され
ている。図書館員に主題専門性が求
められるこのような傾向は、特に専
門職大学院との関係で強まろう。な
お、その役割につき、中網栄美子
「ロー・ライブラリアン−主題専門
家としての役割」図書館雑誌102巻
4号230頁(2008年・日本図書館
協会)参照。
2）　図書関係予算は、厳しい財政
状況の中でも安定的に推移してきて
いる。先行的な研究環境の充実が所
与の前提であることによる。しかし、
今日不可避である電子ジャーナルの
購入にかかる問題は、これに要する
経費の高騰にある。そのため、図書
関係予算の効率的な執行、箇所別の
縦割り予算執行の見直しは、現下に
おける差し迫った問題といえる。本
図書館年報の2頁以下における図書
館予算を参照。
3）　効率的な予算執行は、2002
年の図書行政懇談会報告書にみられ
る。当時に比して、さらなる効率的
な執行は現実の問題になっているも
のと考えられる。
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